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生態系と共存するため池ソーラー®
 

～命と調和する再生可能エネルギーのかたち～ 
 
 

株式会社環境資源開発コンサルタント（大阪市城東区、代表取締役 金城義栄）は、長野県上田市内の農業用ため

池において、ため池ソーラー®
※１事業に着手し施工を進めていたところ、太陽光パネルを設置する水面に水草が繁茂し、その

上にカイツブリ（カイツブリ科の鳥類）の営巣が確認されました。これを受け、本事業では工事を一時中断し、雛が巣立つま

で見守る対応を行いました。本事例は、再生可能エネルギー導入と生態系への配慮を考えての中断です。 

 

 

 

  

弊社は、水域環境への影響低減を重視し、施工および維持管理において周辺生態系への配慮を徹底しております。 

今回、繁茂した水草にカイツブリが営巣したことは、本事業区域が鳥類にとっても安心して利用できる環境となっていることを示す

一例と考えられます。 

 

カイツブリは、水面に浮遊する水草などを利用して巣を形成し、ヨシが茂る穏やかな水辺を好む水鳥です。また、繁殖期には周

囲の環境変化に敏感であり、植生が整った安定した水辺環境を選択する特性があります。このような特性を有するカイツブリが毎

年飛来できる水辺環境を維持し、周辺生態系に過度な影響を与えない設置作業に努めて参ります。 

 

また当社では、こうした水鳥の行動特性にも配慮し、ため池ソーラー®の配置において水面を全面的に覆うのではなく、太陽光

パネルと池の岸との間に十分な距離を確保しています。この空間は、水鳥が水面を滑走路として利用し、離着水を行うために必

要な重要なエリアであり、生態系への影響低減を図るための取り組みの一つです。 
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〈カイツブリの特徴〉 

・全長：約 26 ㎝ 

・食性：魚･エビ･水生昆虫などを潜水して捕食 

・首は短く、尾羽は非常に短い 

・夏羽は頬から首にかけて赤褐色、冬羽は全体

的に淡褐色 

・くちばしの付け根に淡黄色の斑点がある 

・足は弁足（足の指がそれぞれ独立した平らな

形） 

・非常に優れた潜水能力を持ち、足のみで泳ぐ 
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ため池ソーラー®における生態系配慮は、鳥類のみならず、水生植物の保全にも及びます。兵庫県稲美町内のため池では、

設備導入に先立ち、池底の浚渫（しゅんせつ）や外来植物の除去などの環境整備を行った結果、絶滅危惧種に指定される水

生植物「オニバス」が 5年ぶりに再確認された事例にも寄与しました。 

これは、水域環境の適切な管理と配慮ある事業実施が、生物多様性の回復に寄与する可能性を示すものです。 

 

 

当社は、ため池ソーラー®の活用により、再生可能エネルギーの導入と地域の自然環境との共存を重要な価値と位置付けて

おります。今後も、発電事業としての安定性を確保しつつ、水生植物・鳥類を含む多様な生態系への配慮を継続的に行い、持

続可能なエネルギー事業の推進とため池のある地域に貢献する取り組みを行って参ります。 

 

※１：「ため池ソーラー®」は株式会社環境資源開発コンサルタントの登録商標です。 

オニバス 

本リリースの画像は、内容を分かりやすくお伝えするため AI で生成したイメージです 
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■株式会社環境資源開発コンサルタント 

所在地：大阪府大阪市城東区成育 3-16-16 

代表取締役：金城 義栄  

設立：2008年 10月 15日 

事業内容：再生可能エネルギー発電所（ため池ソーラー）、 企画、調査、計画、設計工事、維持管理、発

電事業など 

HP： https://ercon.co.jp/ 

https://ercon.co.jp/

